
「北海道千歳リハビリテーション科学」投稿規程 

この要領は，北海道千歳リハビリテーション科学学会員が学術論文として統一された体裁

で，能率的に編集・発行されることを目的として，原稿作成方法等を定めるものである．た

だし，他誌に掲載されていない論文，もしくは投稿中でない論文に限る． 
	  
１．著者について 
1） 投稿者は，原則として本学会の会員に限る（共同著者はその限りではない）． 
2） 共同著者は原則 8名までとし，それを超える場合は編集委員会に問い合わせること． 
 
２．倫理的事項について 
1） 著者は，著作権や研究対象者の人権の尊重に努めること． 
2） 編集委員会は，必要に応じて，倫理的事項に関する証明を投稿者にお願いすることが

ある．なお，倫理審査を経ている場合は，論文内に承認番号を記載すること． 
 
３．投稿内容 
1） 日本文の表記は，原則として現代仮名遣い，常用漢字表による．また，送り仮名，外

来語の表記等も，原則として原稿の国際施策の示すところに従う． 
2） 原稿は，編集委員会が指定したフォーマットファイル（MS Word）を使用して作成す

ることとする．要旨（アブストラクト），図表等を含めて清書された完成原稿とする．  
3） 原稿の提出の際は，電子ファイルにて提出すること． 
4） 編集の都合上，刷上りページ数が偶数になるよう配慮することが望ましい． 

  
４．原稿提出の方法 
1） 原稿提出に必要な原稿フォーマット，投稿チェックリスト，投稿規定は，北海道千歳

リハビリテーション科学学会のホームページ

（http://www.chitose-reha.ac.jp/chitose_reha_kagaku/）からダウンロードすること． 
2） 提出物は，最終原稿，投稿チェックリスト，図表の画像ファイル（JPG, BMP, PNG

など）とする．最終原稿および投稿チェックリストのファイル名には著者名および表

題を入れ，図表はファイルのそれぞれに図表のタイトル（表１●●●）を入れること． 
【 → 投稿チェックリストを参照】 

3） 投稿にあたっては，投稿チェックリストの全項目を確認した上で，下記のアドレスに

メールで送付すること． 
4） 原稿送付先及び問い合わせ先 

〒066-0055	 北海道千歳市里美2丁目10番	 北海道千歳リハビリテーション大学内 
北海道千歳リハビリテーション科学	 編集委員会 

	 	 	 E-Mail：reha-kagaku@chitose-reha.ac.jp 
 



５．原稿の書式	  ※指定されたフォーマットファイルを使用すること 
1） ページ設定 
① 日本文の場合（横書きのみ） 
ａ．刷上りの 1ページは，2段組で 52字×45行とする． 
ｂ．原稿 1ページ目に表題，著者氏名を書き，脚注にて所属を記す． 
② 欧文の場合 
ａ．刷上りの 1ページは，2段組みで 52字×45行とする． 
ｂ．原稿 1ページ目に表題，著者氏名を書き，脚注にて所属を記す．本文は 2ページ目か

ら書き始める． 
ｃ．文章の終わりのピリオドの後は，スペースをあけて次の文章を始める．行を改める場

合は文頭を 5スペースあける． 
 

2） 表題・著者氏名・著者所属 
和文表題を 1行目に書き，2行目に英文表題を書く．著者氏名及び所属は，表題又は副題
より 1行あけとする．著者所属の次は 1行あけとし，要旨を記載する．本文が欧文の場合は，
著者氏名・所属を英語で記載する． 

 
3） 要旨 
投稿原稿には，日本文の要旨または欧文のアブストラクトを付けるものとする． 
① 本文が，日本文の場合 
著者所属の下 1行あけて記載する．文章は，400字以内とし，必要に応じて【背景】，【対
象と方法】，【結果】，【考察】などを含めて記載する． 
② 本文が，欧文の場合 
著者所属の下 1 行あけて記載する．文章は，250 words 以内とし， 必要に応じて

<Background>，<Methods>，<Results>，<Discussion>などを含めて記載する． 
 

4） キーワードの位置 
要旨の次の行に 3-5個で記す．本文が日本文の場合は日本語で，本文が欧文の場合は英語
で記載する． 

 
5） 見出し 
横書きの場合，本文中の中見出しは 2行分をとり，2行目の左端に寄せる．小見出しは左
端に書く．中見出しが最下行に来たときは，次のページにおくる． 
中見出しはゴシック体太字 12 ポイントとし，小見出しはゴシック体太字 11 ポイントと
する． 

 
6） 字体指定 
本文は，日本語はMS明朝，英数字は Times New Romanとする．英数字および記号（％，



＜，＝，など）・括弧は必ず半角を用いる．ゴシックは，日本語はMSゴシックを使用する．
ゴシックで組むのは，中見出し，小見出しに限る． 
英文表題は，冠詞，前置詞，接続詞を除く，すべての語の頭文字を大文字とする．その他

の外国語の表題については，それぞれの言語の習慣に従う．ローマ字著者氏名は，姓名の順

に書く．姓はスモールキャピタルとする． 
 
7） 字体の大きさ 
字体の大きさは，原則として以下のように設定する． 
表題，欧文表題    ………14ポイント 
副題，欧文副題    ………12ポイント 
著者氏名，ローマ字著者氏名  ………12ポイント 
著者所属     ………11ポイント 
要旨，キーワード，引用文献タイトル ………10ポイント 
本文見出し    ………12ポイント 
本文，脚注    ………11ポイント（本文中脚注は上付きとする） 
図表番号・タイトル，脚注，引用文献  ……… 9ポイント 
欄外見出し    ……… 9ポイント 
 

8） 句読点・略語 
日本文原稿の場合，読点（、）と句点（。）をそれぞれ使用する． 
略語を用いる場合は，論文中の初出の際に括弧で記載する． 
(例) 千歳リハビリテーション学院	 	 ◯（千歳リハ）	 ✕（以下，千歳リハ） 

 
9） 図表等の挿入 
図表，写真は，必ず画像ファイル（JPG, BMP, PNGなど）として保存したものをページ
の上段もしくは下段に著者が挿入する．挿入する際は，「書式→文字列の折り返し→前面」
として挿入する． 
本文と接するところでは，下に１スペース，左右に 2スペース以上をあける． 
表のタイトルは，挿入した表の上に左揃えで，図のタイトルは挿入した図の下に中央揃え

で，いずれもオートシェイプ（MS明朝 9Pt，全角）で「書式→文字列の折り返し→前面」
として挿入する． 
図および表の説明文についても，オートシェイプ（MS明朝 9Pt，全角）で必要な位置に
著者が「書式→文字列の折り返し→テキストの前面へ移動」として挿入する． 

 
10） 引用文献等 
脚注や引用文献は，原則として本文中に出てくる順序に肩付き数字で示し，本文末に並べ

る．横書きの場合には 1)，2)，3)…を，句読点の前に記載する．同一箇所に複数の文献を引
用する場合は，1-3)などと表記する． 



半角 9Pt，和文はMS明朝，英文は Times New Romanを使用する．号数は記載しない． 
引用文献の記載は下記の例に従う． 
	 ① 雑誌の場合 
	 	 著者名（4名以上の場合は 3名までを記載し，ほか，et al．とする）: 論文名．雑誌名，

巻数，頁（初頁―終頁），発行年． 
	 ② 単行本の場合 
	 	 著者名：書名．編集者名，発行者名，発行地，版数，頁（初頁―終頁），発行年． 
	 ③ その他 
	 	 専攻分野の例に準じる． 
	 	 例： 
	 	 1) ○○ ○○, ●● ●●, △ △△, ほか：実習前試験が実習成績に与える影響. 北海道リハ科

学, 1, 20-24, 2015. 
	 	 2) ○○ ○○, ●● ●●：実習前試験マニュアル. 千歳リハ出版, 千歳, 第 3版, 24-35, 2010. 
 
６．原稿の採択 
	 原稿の採否は査読者の意見を参考に編集委員会において決定する．査読の結果，編集方針

に従って原稿の修正を求めることがある．修正を求められた場合は 2週間以内に修正稿を再
提出すること．掲載は編集委員会において決定する． 
 
７．校正および印刷 
1） 著者校正 
① 投稿は，初校において万全を期すこと．原則として校正は 1 回とし，校正時のレイア
ウトの変更は認めない． 

② 校正期間は，10日以内とする． 
③ 校正刷りができる時期，出張などで不在となる場合には前もって連絡をする． 
④ 定められた校正の期限までに返却のない原稿は，校正なしとして処理する． 
2） 編集委員会による校正 
	 ① 論文等の体裁を統一する必要がある場合は，編集委員会が校正を行うことができる． 
3） 閲読者を希望する場合には，原則として著者が事前に承諾を得ること． 
4） 長期出張者の原稿の取扱いは，編集委員会に一任する． 
5） カラー印刷を希望する場合は，その旨を申し出ること，その際の印刷料は実費負担とな

る場合がある． 
 
８．その他 
1） 本雑誌を引用および参考文献として用いる場合には、北海道千歳リハビリテーション科

学（略称：千歳リハ科学）、もしくは The Journal of Hokkaido Chitose Rehabilitation 
Science（略称：J Chitose Rehabil Sci）とする。 

 



2)	 第 3巻より、北海道千歳リハビリテーション科学学会ホームページのみでの公開とする． 
 
 
附 則 
この規程は，2015年 4月 1日から施行する． 
この規程は，2017年 4月 1日から施行する． 
この規程は，2018年 4月 1日から施行する． 
 


